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令和８年（２０２６年）３月１０日 

子ども文教委員会資料 

教育委員会事務局指導室 

教育委員会事務局学務課 

 

中野区教育の情報化推進計画見直しに向けた検討状況等について 

 

中野区教育委員会では、令和３年４月から令和８年３月を推進期間とする「中

野区教育の情報化推進計画」（以下「現計画」という。）を策定し、ＩＣＴ機器を

活用した教育の質の向上を目指し教育における情報化を推進してきた。 

改定の検討にあっては、計画期間の終期に向けて検討を進めてきたところで

あるが、現計画の取組状況を踏まえた課題等の整理や、東京都教育委員会に

て、都内の全公立小中学校の児童・生徒を対象とした統合型校務支援システム

を令和１０年度に共同調達するとした方針を受け、当該調達案件に参画すると

した場合、当該内容との整合性を図る必要が生じたため、これらの内容等につ

いて改めて精査を行っている。 

今回、計画改定に向けたこれまでの検討状況や共同調達に関する検討状況を

併せて報告する。 

記 

 

１ 現計画の主な取組状況を踏まえた課題等の整理について 

中野区教育委員会では、令和５年より社会情勢や急速に高度化する教育ＩＣＴ

環境等を踏まえた計画改定を行うため、高度に知見を有する専門事業者へ計画改

定作業業務を委託し計画改定作業に着手し整理してきた。 

現計画の施策別課題等について、事業者が関係各課とのヒアリング結果を整理

した。（別添１） 

 

２ 統合型校務支援システム共同調達に係る検討状況等について 

中野区教育委員会は、令和１０、１１年の共同利用に向けて、令和７年４月に

部会に参画し、同調達事業を通じた調達に向けて検討を開始した。 

検討中の主な内容は以下のとおりとしている。（詳細は別添２「区市町村にお

ける次世代校務ＤＸの共通化方針」のとおり） 

・統合型校務支援システムの共通化及びクラウド化により、教職員の働き方改革

（異動に際する負担軽減等）、データ利活用などを実現する。 

・都教育委員会及び区市町村教育委員会でのデータ可視化・教育政策への利活用

が可能となる環境整備を目指す。 

・強固なアクセス制御による対策を実施する。（ゼロトラストセキュリティ） 

・ネットワーク統合を実現し、高いセキュリティ確保する。 等 
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３ 計画改定に係る経緯等について 

（１）国の動向 

・文部科学省は、令和４年１２月に「学校教育情報化推進計画」を策定した。 

・文部科学省は、令和６年度より全国一律の ICT環境整備を推進するため「GIGA

スクール構想」の第２期「NEXT GIGA」を推進している。 

・文部科学省は、令和７年３月に「次世代校務 DXガイドブック」を発表した。 

・デジタル庁及び関係省は、令和７年６月に「教育 DX ロードマップ」を発表

した。 

 

（２）都の動向 

・令和６年３月に「東京都教育ビジョン（第５次）」及び「東京都学校教育情報

化推進計画」を策定した。 

 

（３）区の動向 

・令和５年５月に「中野区教育ビジョン（第４次）」を策定した。 

・令和７年６月に「中野区立学校における働き方改革推進プラン（改定版）」を

策定した。 

 

４ 今後の予定について 

 上記１～３の内容を踏まえて、以下の予定で次期計画策定に向けた検討を行う。 

令和８年９月頃 統合型校務支援システムの共同調達への参画判断 

令和８年９月  第３回定例会にて計画（案）について報告 

令和９年３月  第１回定例会にて計画策定について報告  

令和９年以降  共同利用に向けた教育委員会及び学校ＩＣＴ環境の再構築 

の検討や整備等 

 

５ その他 

（１）現計画は、「学校教育の情報化の推進に関する法律」（令和元年法律第 47号）

に基づき、５年間を推進期間としていた。次期計画についても計画の策定から５

年間を推進期間として検討をしている。 

（２）次期計画策定までの間は、現計画を延長することとする。 

 







１ 目的
統合型校務支援システムの共通化及びクラウド化により、教職員の働き方改革（異動に際する負
担軽減等）、データ利活用、財政コスト削減などを実現する。

（1）児童生徒に向き合う時間の確保や教職員の働き方の柔軟化

（2 ）都内全体のデータを収集・分析・可視化した上で、その結果を都及び各区市町村で共有する

 ことで、児童生徒の学習状況を見取り、よりきめ細かい指導・支援につなげるなど、都内全体

 の教育の質を向上

（3 ）スケールメリット等により各自治体の調達費用負担が軽減することで、都内全体の行政コスト

を削減し、教育活動が充実

２ 共通化方針
（１）都内公立学校に次世代校務ＤＸ環境を整備するため、共通化・共同調達を行う。

（２）次世代校務ＤＸ環境は、以下を対象とする。
統合型校務支援システム（勤怠管理機能を含む）、ダッシュボード、校務系クラウドツール、

 学習系ツール、ゼロトラストセキュリティ対策（認証基盤、端末・ネットワーク）

（３）具体的な方針内容

① 統合型校務支援システム（クラウド型）の整備

ア 統合型校務支援システムは、東京都内の全区市町村で共通化し、共同調達を実施

イ 共同調達にあたっては、機能・帳票を統一

ウ 勤怠管理機能についても、統合型校務支援システムと合わせて導入

エ 令和10 年度以降、システム更新時期に合わせ、順次導入
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区市町村における次世代校務DＸ環境の共通化方針 令和7年10月1日
東京都教育委員会

別添２
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 ② データの可視化・利活用を行うための機能（ダッシュボード）の整備

   ア 統合型校務支援システムと併せてデータ可視化・利活用が可能となる環境を整備

   イ 都内全体の校務系・学習系データを収集・分析し、区市町村別に可視化するなど、

よりきめ細かい指導・支援につなげるほか、東京都の教育施策立案に利活用

   ③ 強固なアクセス制御による対策の実施（ゼロトラストセキュリティ）

  ア 令和7年度に東京都で統一のセキュリティ基準を策定（国のガイドラインに準拠し、標準化）

  イ 統合型校務支援システムのオプション項目として、共同調達を実施

  ④ 周辺ツールの整備

   ア ニーズの高い周辺ツール（校務系クラウドツール、学習系ツール）について、統合型校務

支援システムの共通化とは別に早期に共同調達を開始

   イ 周辺ツールの共同調達については、統合型校務支援システムの共通化時に再度検討

３ 導入対象校

  都内区市町村の公立小学校・中学校・義務教育学校

４ 共通化・共同調達範囲（全体像） 及び導入スケジュール

別紙のとおり
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区市町村における次世代校務DＸ環境の共通化方針

※現時点の案で、今後変更の可能性あり
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共通化・共同調達範囲（全体像）

ゼロトラストセキュリティ対策（認証基盤）
多要素認証 SSO リスクベース認証

ゼロトラストセキュリティ対策（端末・ネットワーク）
モバイル端末管理 HDD暗号化

アンチウイルス ファイル暗号化
EDR

Webフィルタリング

インターネット

学習指導用端末教職員用端末

学校

プリンタ NAS教職員用端末

自宅等

学習系端末

自宅等

持ち運び持ち運び

学習系

学習系ツール
デジタルドリル

協働学習支援ツール
（デジタルホワイトボード）データ連携

統合型校務支援システム
教務管理
保健管理
学籍管理

校務系クラウドツール
保護者連絡

備品管理

施設予約

徴収金管理
勤怠管理

出欠管理（児童生徒）

採点分析

ダッシュボード
教育ダッシュボード

校務系

出退勤管理システム

★
★

… 共同調達対象
（オプション項目）

… 共通化・
 共同調達対象

… 標準化対象

★ … 共同調達の
早期実施

… データ連携

【凡例】

別紙１

★

汎用クラウドツール（学習系）
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導入スケジュール 別紙２
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環境構築

校務支援システム
構築

校務支援システムへの連携、運用

自治体の
利用拡大

更改予定時期に合わせ、
順次、区市町村が

システム調達
要件検討

要件検討、
データソースの特定、

デザイン検討 等
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事例調査

共
通
化
方
針
検
討

都の共通
セキュリ

ティ対策基
準策定
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公表・調達

手続

要件定義・
設計

共同調達参画への判断

先行
自治体

試行利用

データ拡充、
自治体の利用拡大

事業者選定

先行
自治体

試行利用

事業者選定

事業者選定 ★


